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令和2年度下半期財政状況をお知らせします

問合先　財政課財政担当

　
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

毎
年
２
回
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
令
和
２
年
度
上
半
期

（
４
月
～
９
月
）の
収
支
状
況
に
下

半
期（
10
月
～
３
月
）の
状
況
を
加

え
た
数
値
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
公
表
し
た
数
値
は
令
和
３
年
３

月
31
日
現
在
の
も
の
で
す
）。

　
な
お
、
令
和
２
年
度
の
一
般
会

計
当
初
予
算
額
は
２
１
８
億
３
０

０
０
万
円
で
す
。
こ
れ
に
１
０
４
億

８
１
３
２
万
円
を
追
加
し
、
最
終

予
算
額
は
３
２
３
億
１
１
３
２
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
の

会
計
で
は
５
月
末
日
ま
で
が
現
金

の
収
入
・
支
出
を
整
理
す
る
期
間

で
す
の
で
、
今
回
公
表
す
る
額
は

決
算
額
と
は
異
な
り
ま
す
。
令
和

２
年
度
決
算
額
は
、
あ
ら
た
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
　
各
数
値
の
万
円
未
満
は
四
捨

五
入
の
上
、
端
数
処
理
し
て
い
ま

す

一般会計

特別会計
会計名 予算額 収入済額 収入率（％） 支出済額 執行率（％）

国民健康保険 65億1195万円 64億2309万円 98.6 62億9530万円 96.7

後期高齢者医療 8億1816万円 8億1570万円 99.7 7億8082万円 95.4

介護保険 53億5000万円 46億4402万円 86.8 39億6321万円 74.1

一本松土地区画整理事業 1億8488万円 1億8488万円 100.0 1億5406万円 83.3

若葉駅西口土地区画整理事業 3億		170万円 2億7879万円 92.4 2億3641万円 78.4

0 50 100 150

歳   入
収入済額		301億5502万円

（収入率93.3%）

歳   出
支出済額		288億8497万円

（執行率89.4%）

予 算 額
323億1132万円

0（億円） （億円）100 50150

100億2236万円
92億8874万円（92.7%）

99億3354万円
100億4623万円（101.1%）

136億6955万円
123億4081万円（90.3%）

15億2618万円
16億5643万円（108.5%）

13億6000万円
13億8992万円（102.2%）

18億8336万円
8億5116万円（45.2%）

9億7795万円
9億7795万円（100.0%）

1億2145万円
9721万円（80.0%）

28億3929万円
27億9531万円（98.5%）

111億8035万円
105億4047万円（94.3%）

29億				 19万円
20億7472万円（71.5%）

27億8736万円
20億2339万円（72.6%）

15億1205万円
15億 925万円（99.8%）

15億7273万円
13億2750万円（84.4%）

11億4809万円
10億5304万円（91.7%）

11億8819万円
10億6786万円（89.9%）

予算額（上段）　　　		収入済額（下段） 予算額（上段）　　　		支出済額（下段）

市 税
（市民税、固定資産税）		などの税収

繰 越 金
（前年度から			）		繰り越し

そ の 他
（地方譲与税、					）		繰入金など

国県支出金
（特定事業のため）		国・県が支出

地方交付税
（市の財政状況に応じて）		国から交付

市 債
（大きな事業などを　）		行うための借入金

地方消費税交付金
（県の地方消費税収入）		から交付

分担金及び負担金
（特定事業の							）		受益者が負担

民 生 費
（福祉全般）

衛 生 費
（安全で															）		衛生的な生活

そ の 他
（議会費、労働費、																		）		農林水産業費、商工費など	

総 務 費
（総括的事務）

土 木 費
（道路、公園整備など）

教 育 費
（教育全般）

公 債 費
（市債返済）

消 防 費
（消防や災害対策）
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6月23日から29日までは「男女共同参画週間」です

問合先　女性センター☎287・4755

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
？

　
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
男
性
と
女

性
が
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
、
職
場
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で

き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な

く
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
も
う

一
度
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

鶴
ヶ
島
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

　
市
で
は
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
自
分

ら
し
く
生
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

の
た
め
に
、「
鶴
ヶ
島
市
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
」
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

【
６
つ
の
基
本
理
念
】

① 

す
べ
て
の
人
が
、
性
別
に
よ
る
差

別
的
な
取
扱
い
を
受
け
ず
、
能
力
を

発
揮
す
る
機
会
が
保
障
さ
れ
、
一
人

の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
こ
と
。

② 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
い
た
社
会
の

制
度
ま
た
は
慣
行
が
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
阻
害
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
る
こ
と
。

③ 

男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員

と
し
て
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
け
る
活
動
並
び
に
方
針
の
立
案
お

よ
び
決
定
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保

さ
れ
る
こ
と
。

④ 

す
べ
て
の
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性

を
理
解
し
、
妊
娠
、
出
産
な
ど
の
性

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
自
ら
の

意
思
が
尊
重
さ
れ
、
生
涯
を
通
じ
て

健
康
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
配
慮
さ
れ
る
こ
と
。

⑤ 

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
取
り
組
み
に
際
し
て
は
、
国

際
社
会
の
動
向
に
配
慮
す
る
こ
と
。

⑥ 

す
べ
て
の
人
が
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
た
自
ら
の
責
務

を
自
覚
し
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
い
て
、
主
体
的
に
そ
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
。

鶴
ヶ
島
市
の
取
り
組
み

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
、
市
で
は
、
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

・
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
の
策

定
、
進
行
管
理

・
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
る
イ

ベ
ン
ト
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
ふ
れ
あ
い
ウ

ィ
ー
ク
」（
今
年
度
は
秋
に
展
示
を
行

い
ま
す
）

・
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
講
座
お
よ

び
展
示

・
本
の
貸
出（
図
書
室
）

・
女
性
の
た
め
の
法
律
相
談

（
第
２
水
曜
日
・
予
約
制
）な
ど

・「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意

識
調
査
」
の
実
施

　
次
の
表
は
、「
あ
な
た
は
、『
男
は

仕
事
、
女
は
家
庭
』
と
い
う
考
え
方

に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
」
と
い

う
質
問
に
対
す
る
回
答
の
結
果
で
す
。

平
成
13
年
度
調
査
の
結
果
と
比
較
し

て
み
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
の
調
査
で
は
、
男
性
、

女
性
と
も
に
、「
賛
成
」、「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
賛
成
」
と
回
答
し
た
人
の

割
合
が
減
っ
て
お
り
、
性
別
に
か
か

わ
り
な
く
、
仕
事
も
家
庭
も
協
力
し

な
が
ら
生
活
し
て
い
こ
う
と
考
え
る

人
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
向
け
て

　
鶴
ヶ
島
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
の
６
つ
の
基
本
理
念
を
、
子
ど
も

た
ち
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
イ
ラ
ス
ト
と
言
葉
で
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
た
、
児
童
・
生
徒
向
け

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
ま

す
。

　
女
性
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
の
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

パンフレット1ページ

パンフレット2～3ページ

パンフレット4ページ

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
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女
共
同
参
画
に
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い
て

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
子
育
て
に
対
す

る
負
担
の
増
加
や
収
入
の
減
少
な

ど
、
特
に
大
き
な
困
難
が
心
身
な

ど
に
生
じ
て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯

な
ど
に
対
し
、
生
活
支
援
特
別
給

付
金
を
給
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

①
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
し
て
い
る
方（
支
給

開
始
し
て
い
ま
す
）

②
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
が
、
公
的
年
金
の
受
給
に
よ

り
全
部
停
止
と
な
っ
て
い
る
方

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

所
得
が
低
下
し
た
ひ
と
り
親
の
方

給
付
内
容

対
象
児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円

申
請

対
象
①
は
申
請
不
要

対
象
②
③
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
受
給
資
格
を
確
認
し
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
る
所
得
の
低
下
に
は
基
準

が
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

※
　
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
子
育

て
世
帯
分
の
給
付
金
に
つ
い
て

は
、
国
に
よ
る
制
度
が
決
ま
り
次

第
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯 
生活支援特別給付金(ひとり親世帯分)

問合先　こども支援課子育て支援担当

　
市
で
は
、
今
後
の
公
共
施
設
の

再
配
置
な
ど
に
つ
い
て
、
個
別
利

用
実
施
計
画
案
と
し
て
ま
と
め
ま

し
た
。
こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

計
画
案
の
閲
覧
方
法

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
市

役
所
、
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

（
若
葉
駅
前
出
張
所
）、
各
市
民
セ

ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館
、
女
性
セ

ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

募
集
期
間

６
月
１
日
㈫
～
７
月
31
日
㈯

回
答
方
法

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
回
答
、

ま
た
は
、
計
画
案
の
閲
覧
が
行
え

る
施
設
に
設
置
し
て
あ
る
「
意
見

募
集
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
」
へ
記
入

し
、「
意
見
聴
取
箱
」
へ
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。

意
見
の
取
扱
い

　
ご
意
見
は
、
計
画
策
定
の
参
考

と
し
、
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

な
お
、
個
々
の
意
見
に
対
す
る
回

答
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

公共施設個別利用実施計画(案)の 
意見募集

問合先　資産管理課営繕担当

児童手当「現況届」の提出をお忘れなく！ 

問合先　こども支援課子育て支援担当

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
６
月
中
に
現
況
届
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
届
は
、
令
和
２
年
分
の
所

得
お
よ
び
６
月
１
日
現
在
の
世
帯

の
状
況
を
確
認
し
、
６
月
以
降
引

き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、
６
月

以
降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
況
届
に
必
要
な
書
類

は
、
６
月
上
旬
に
児
童
手
当
受
給

中
の
方
へ
郵
送
し
ま
す
。

提
出
書
類

①
児
童
手
当
現
況
届(

全
受
給
者)

②
受
給
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
コ
ピ
ー

※
　
児
童
と
別
居
し
て
い
る
方
、

実
子
で
は
な
い
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
は
、
他
に
必
要
な
書
類

を
同
封
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
ご
提

出
く
だ
さ
い

提
出
方
法

　
必
要
書
類
を
同
封
の
返
信
用
封

筒(

切
手
不
要)

で
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
た
め
、
郵
送
で
の
提

出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限
　
６
月
30
日
㈬
必
着

扶養親族等の数 所得制限限度額表（令和2年分）

0人 622万円

1人 660万円

2人 698万円

3人 736万円

4人 774万円
※　扶養人数は、令和2年分所得申告の際の人数です
※　扶養親族が5人以上の場合、1人につき38万円ずつ限度額を加算します

詳細はこちら
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参加店舗を募集します
対象店舗　市内の中小事業者（大手スーパーマーケットや
コンビニエンスストアなどのチェーン店、病院、調剤薬
局などを除く）　
決済手数料　無料
申込み　地域経済活性化ポイント還元事業に参加するに
は、PayPayに加盟する必要があります。
PayPayへの加盟店登録を希望する店舗は、7月7日(水)
までにPayPayホームページから登録手続きをするか、
平日10時～18時に電話(☎0120・936・220)でお問い
合わせください。
その他　すでにPayPay加盟店となっている店舗は、申
込不要で対象となります。
また、PayPay新規加盟を希望し、インター
ネットによる申込み手続きが不明の場合
は、鶴ヶ島市商工会（☎287・1255）でサ
ポートします。

参加店舗を募集します
応募要件　鶴ヶ島市商工会会員事業者など（商工会会員事業
者でない場合は、市内に売り場がある事業者に限ります）
募集期間　10月31日(日)まで
※　6月21日(月)までに登録いただいた事業者は、「参
加店舗案内」に掲載して配布します。以後の登録事業者
は、市および鶴ヶ島市商工会ホームページで公開します
クーポン券利用期間　8月1日(日)～12月31日(金）　
登録料・換金手数料　無料
問合先　鶴ヶ島市商工会☎287・1255

高齢者応援クーポン券利用参加店を募集します 

問合先　健康長寿課高齢者福祉担当

地域経済活性化ポイント還元事業の参加店を募集します 

問合先　産業振興課商工労政担当

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
た
市
内
経
済
の
活

性
化
と
新
し
い
生
活
様
式
に
よ
る

非
接
触
で
の
決
済
を
推
進
す
る
た

め
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
㈱
と
連
携
し

た
地
域
経
済
活
性
化
ポ
イ
ン
ト
還

元
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間
　

８
月
１
日
㈰
～
31
日
㈫

内
容
　

　
期
間
中
に
市
内
対
象
店
舗
で
非

接
触
型
決
済
サ
ー
ビ
ス
「
Ｐ
ａ
ｙ

Ｐ
ａ
ｙ
」
を
利
用
し
た
方
に
、
支

払
金
額
の
最
大
30
％
の
ポ
イ
ン
ト

（
上
限
３
０
０
０
円
相
当
／
１
回
、

１
万
５
０
０
０
円
相
当
／
期
間

中
）を
付
与
し
ま
す
。

　
地
域
経
済
お
よ
び
高
齢
者
を
応

援
す
る
た
め
、
鶴
ヶ
島
市
商
工
会

と
連
携
し
て
総
額
６
４
５
０
万
円

分
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
交
付
す
る
高

齢
者
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
発
行
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間
　

８
月
１
日
㈰
～
12
月
31
日
㈮

内
容
　

　
期
間
中
に
市
内
対
象
店
舗
で

利
用
で
き
る
紙
の
ク
ー
ポ
ン
券

（
３
０
０
０
円
分
）を
65
歳
以
上

（
※
）の
市
民
の
方
に
郵
送
で
配
布

し
ま
す
。

※
　
令
和
３
年
度
中
に
65
歳
以
上

に
な
る
方（
昭
和
32
年
４
月
１
日

以
前
生
ま
れ
）が
対
象

PayPayへの申込はこちら
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参加店舗を募集します
対象店舗　市内の中小事業者（大手スーパーマーケットや
コンビニエンスストアなどのチェーン店、病院、調剤薬
局などを除く）　
決済手数料　無料
申込み　地域経済活性化ポイント還元事業に参加するに
は、PayPayに加盟する必要があります。
PayPayへの加盟店登録を希望する店舗は、7月7日(水)
までにPayPayホームページから登録手続きをするか、
平日10時～18時に電話(☎0120・936・220)でお問い
合わせください。
その他　すでにPayPay加盟店となっている店舗は、申
込不要で対象となります。
また、PayPay新規加盟を希望し、インター
ネットによる申込み手続きが不明の場合
は、鶴ヶ島市商工会（☎287・1255）でサ
ポートします。

参加店舗を募集します
応募要件　鶴ヶ島市商工会会員事業者など（商工会会員事業
者でない場合は、市内に売り場がある事業者に限ります）
募集期間　10月31日(日)まで
※　6月21日(月)までに登録いただいた事業者は、「参
加店舗案内」に掲載して配布します。以後の登録事業者
は、市および鶴ヶ島市商工会ホームページで公開します
クーポン券利用期間　8月1日(日)～12月31日(金）　
登録料・換金手数料　無料
問合先　鶴ヶ島市商工会☎287・1255

高齢者応援クーポン券利用参加店を募集します 

問合先　健康長寿課高齢者福祉担当

地域経済活性化ポイント還元事業の参加店を募集します 

問合先　産業振興課商工労政担当

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
た
市
内
経
済
の
活

性
化
と
新
し
い
生
活
様
式
に
よ
る

非
接
触
で
の
決
済
を
推
進
す
る
た

め
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
㈱
と
連
携
し

た
地
域
経
済
活
性
化
ポ
イ
ン
ト
還

元
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間
　

８
月
１
日
㈰
～
31
日
㈫

内
容
　

　
期
間
中
に
市
内
対
象
店
舗
で
非

接
触
型
決
済
サ
ー
ビ
ス
「
Ｐ
ａ
ｙ

Ｐ
ａ
ｙ
」
を
利
用
し
た
方
に
、
支

払
金
額
の
最
大
30
％
の
ポ
イ
ン
ト

（
上
限
３
０
０
０
円
相
当
／
１
回
、

１
万
５
０
０
０
円
相
当
／
期
間

中
）を
付
与
し
ま
す
。

　
地
域
経
済
お
よ
び
高
齢
者
を
応

援
す
る
た
め
、
鶴
ヶ
島
市
商
工
会

と
連
携
し
て
総
額
６
４
５
０
万
円

分
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
交
付
す
る
高

齢
者
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
発
行
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間
　

８
月
１
日
㈰
～
12
月
31
日
㈮

内
容
　

　
期
間
中
に
市
内
対
象
店
舗
で

利
用
で
き
る
紙
の
ク
ー
ポ
ン
券

（
３
０
０
０
円
分
）を
65
歳
以
上

（
※
）の
市
民
の
方
に
郵
送
で
配
布

し
ま
す
。
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令
和
３
年
度
中
に
65
歳
以
上

に
な
る
方（
昭
和
32
年
４
月
１
日

以
前
生
ま
れ
）が
対
象

PayPayへの申込はこちら
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代理人、第三者による戸籍・住民票取得の確認に！「本人通知制度」 

問合先　市民課戸籍担当

　｢

本
人
通
知
制
度｣

は
、
住
民

票
の
写
し
や
戸
籍
の
証
明
な
ど

を
、
代
理
人
や
第
三
者（
職
務
上

請
求
で
き
る
人
な
ど
）に
交
付
し

た
と
き
、
そ
の
事
実
を
本
人
に
通

知
す
る
制
度
で
す
。
利
用
に
は
、

事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　
ご
自
分
の
住
民
票
の
写
し
な
ど

が
第
三
者
に
交
付
さ
れ
た
こ
と

や
、
委
任
し
た
請
求
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
通
知
さ
れ
る
の
で
、
不
正

取
得
に
よ
る
権
利
侵
害
の
抑
止
に

役
立
ち
ま
す
。

　
ま
た
、
本
人
通
知
制
度
が
一
般

に
周
知
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
委

任
状
の
偽
造
や
、
差
別
に
つ
な
が

る
身
元
調
査
な
ど
の
未
然
防
止
に

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
一
度
登
録
す
れ
ば
更
新
は
不
要

で
す
。
た
だ
し
、
住
所
・
氏
名
・
本

籍
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

変
更
の
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
場
所
　

　
市
民
課
、若
葉
駅
前
出
張
所（
ワ

カ
バ
ウ
ォ
ー
ク
内
）

登
録
で
き
る
方
　

　
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
本
籍
の

あ
る
方（
住
民
票
の
除
票
や
除
籍

な
ど
の
あ
る
方
を
含
み
ま
す
）

登
録
に
必
要
な
も
の
　

①
申
請
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

②
本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証

な
ど
）

法
定
代
理
人
が
登
録
す
る
場
合

①
、
②
お
よ
び
法
定
代
理
人
で
あ

る
こ
と
を
証
す
る
書
類（
戸
籍
謄

本
な
ど
）

代
理
人
が
登
録
す
る
場
合

①
、
②
お
よ
び
委
任
状

※
　
代
理
人
が
同
一
世
帯
の
方
の

場
合
、
委
任
状
は
不
要
で
す

通
知
対
象
と
な
る
証
明
書

・
住
民
票（
除
票
を
含
む
）の
写
し

（
本
籍
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）

・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書（
本

籍
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）

・
戸
籍
附
票（
除
附
票
を
含
む
）の

写
し

・
戸
籍（
除
籍
を
含
む
）謄
抄
本

・
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書

通
知
内
容
　

　
交
付
年
月
日
、
交
付
し
た
証
明

書
の
種
類
、
通
数
、
請
求
者
の
種

別（
代
理
人
ま
た
は
第
三
者
の
別
）

※
　
代
理
人
や
第
三
者
に
よ
る
申

請
内
容
に
つ
い
て
は
、
鶴
ヶ
島
市

個
人
情
報
保
護
条
例
の
規
定
に
基

づ
き
、
本
人
が
開
示
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す（
証
明
書
を
取

得
し
た
代
理
人
や
第
三
者
の
個
人

情
報
は
開
示
で
き
ま
せ
ん
）

　
こ
の
た
び
、
鶴
ヶ
島
市
は
、
災

害
発
生
時
の
避
難
所
生
活
に
お
い

て
有
効
な
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
段

ボ
ー
ル
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

供
給
を
目
的
に
「
災
害
発
生
時
に

お
け
る
段
ボ
ー
ル
製
品
の
調
達
に

関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
災
害
時
の
避
難
所
生
活
に
お
い

て
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
調
達
す
る

こ
と
に
よ
り
、
避
難
者
に
対
し
、

適
切
な
環
境
で
の
避
難
生
活
が
期

待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、
段
ボ
ー
ル

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
調
達
す
る
こ

と
に
よ
り
、
避
難
所
生
活
に
お
け

る
飛
沫
感
染
の
防
止
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
協
定
を
締
結
し
た
事
業
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
株
式
会
社
ト
ー
タ
ル
パ
ッ
ク 

狭

山
事
業
所（
柳
戸
町
11
―
10
）

・
小
山
紙
業
株
式
会
社 

埼
玉
工
場

（
三
ツ
木
１
８
７
―
３
）

・
セ
ッ
ツ
カ
ー
ト
ン
株
式
会
社 

熊
谷
工
場（
熊
谷
市
御
稜
威
ケ
原

１
３
８
―
11
）

・
株
式
会
社
出
羽
紙
器
製
作
所 

新

所
沢
工
場（
所
沢
市
下
富
４
０
０
）　

段ボール事業者と災害時協定を締結

問合先　安心安全推進課防災担当

　
５
月
12
日
付
け
で
漆う

る
し
ば
た畑

和か
ず
じ司

さ

ん
が
監
査
委
員
を
退
任
し
、
新
た

に
近こ
ん
ど
う藤
英え
い
き基
さ
ん
が
５
月
13
日
付

け
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

監査委員の 
選任について

問合先　人事課人事担当
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若葉駅前出張所の業務を案内します 

問合先　若葉駅前出張所☎272・5611

●業務日・時間　月～金曜日9時～17時15分
若葉駅前出張所で、転出、転入などの住所変更手続きが可能になります。
内容によっては取り扱いできないこともありますので、詳細については、お問い合わせください。
また、住民票などの証明書発行やマイナンバーカードの交付、医療費助成金支給申請書などの受付、パスポート
申請(市民専用)など各種行政サービスを行っています。

●業務日・時間　月～金曜日9時～17時30分(うち木曜日のみ9時～21時)
取扱業務
○住民票(除票)、印鑑登録・印鑑証明、戸籍証明の発行など
○マイナンバーカードの交付、電子証明書の発行・更新など
○つるバス・つるワゴン特別乗車証の申請・交付(高齢者・障害者)、
　子育て応援フリーパスなど
○こども医療費助成金支給申請書受付など
○国民健康保険高額療養費支給申請書受付など
○市町村交通災害共済の加入手続など

【業務時間外でも各種証明書(戸籍証明を除く)の予約受取が可能です(要電話予約)】
受取時間　土・日曜日、祝日9時～17時30分
対　　象　本人および同一世帯の人に限ります(委任状の対応はできません)。
予約方法　事前に若葉駅前出張所へ電話で予約
　　　　　※　	予約は、同一週の受付とし、月～金曜日の17時30分までに電話予約をお願いします(月曜日が祝

日の場合は前の週に予約を受け付けます)

【申請できるのは、鶴ヶ島市に住民登録のある方、または鶴ヶ島市に居所のある方に限ります】
業務日・時間　　
[申　請]　月～金曜日9時～16時30分
[交　付]　月・火・水・金曜日9時～17時30分　　　　　　　　　　　　　
　　　　　木曜日9時～21時
　　　　　日曜日9時～17時30分
※　申請と交付の業務日・時間が異なりますのでご注意ください
問合先　☎272・5622

住所変更の手続きが行えます！

行政サービスコーナー

パスポートコーナー

６月１日～
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医療機関の適正受診にご協力ください

問合先　こども支援課子育て支援担当、障害者福祉課障害者福祉担当 

　
こ
ど
も
医
療
費
・
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
・
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
は
、
福
祉
の
向
上
を
目
的

と
し
て
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　
受
給
対
象
の
方
は
、
受
給
者
証

と
健
康
保
険
証
を
提
示
す
る
こ
と

に
よ
り(

※)

、
鶴
ヶ
島
市
お
よ
び

坂
戸
市
内
医
療
機
関
の
窓
口
で
の

支
払
い
が
な
く
な
り
、
必
要
な
医

療
の
受
診
が
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す(
例
外
も
あ
り
ま
す)

。

　
助
成
対
象
分
は
市
と
県
の
自
主

財
源
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
い
つ
で
も
安
心
し
て
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
各
医
療
制

度
の
安
定
し
た
運
営
の
た
め
、
次

の
よ
う
な
こ
と
を
実
践
し
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
　
10
月
か
ら
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
電
子
資
格

確
認
が
始
ま
る
予
定
で
す

休
日
や
夜
間
の
安
易
な
受
診
は

避
け
ま
し
ょ
う

　
休
日
や
夜
間
の
受
診
は
割
増
料

金
が
か
か
り
、
医
療
費
の
増
加
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
軽
い
症

状
に
も
関
わ
ら
ず
休
日
や
夜
間
に

救
急
外
来
を
訪
れ
る
こ
と
で
救
急

外
来
が
混
み
あ
い
、
緊
急
性
の
高

い
重
症
患
者
の
治
療
に
支
障
を
き

た
し
ま
す
。
受
診
す
る
際
に
は
、

平
日
の
診
療
時
間
内
に
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
、
も
う
一
度
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

埼
玉
県
Ａ
Ｉ
救
急
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
急
な
病
気
や
け
が
の
際
に
、
家

庭
で
の
対
処
方
法
や
医
療
機
関
へ

の
受
診
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
チ

ャ
ッ
ト
形
式
で
気
軽
に
相
談
で
き

る
埼
玉
県
Ａ
Ｉ
救
急
相
談（
Ｐ
27
参

照
）が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
緊
急
の

場
合
は
、
埼
玉
県
救
急
電
話
相
談

(

＃
７
１
１
９)

と
あ
わ
せ
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
か
か
り
つ
け
医
は
、
健
康
管
理

や
初
期
の
治
療
を
し
て
く
れ
る
身

近
な
医
師
の
こ
と
で
す
。
か
か
り

つ
け
医
を
持
つ
と
、
本
人
や
家
族

の
病
状
な
ど
を
把
握
し
て
い
る
の

で
、
も
し
も
の
と
き
に
適
切
で
迅

速
な
対
応
を
し
て
も
ら
え
ま
す
。

安
易
な
重
複
診
療
は

や
め
ま
し
ょ
う

　
同
様
の
症
状
ま
た
は
病
気
で
複

数
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
医
療
費
を
増

や
し
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
重

複
す
る
検
査
や
投
薬
に
よ
り
体
に

悪
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
心
配
が

あ
り
ま
す
。
今
受
け
て
い
る
治
療

に
不
安
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
こ

と
を
医
師
に
伝
え
話
し
合
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

戦没者などの遺族への特別弔慰金の申請を
受け付けています

問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当 

　
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る

第
11
回
特
別
弔
慰
金
の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

支
給
対
象
者
　

　
令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を

受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
の
戦
没

者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族
一

人
。
原
則
と
し
て
次
の
順
に
対
象

と
な
り
ま
す
。

１
　
弔
慰
金
受
給
権
者

２
　
子

３
　
戦
没
者
な
ど
と
戦
没
当
時
に

生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
①
父
母

②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

(

戦
没
当
時
に
生
計
関
係
を
有
し

て
い
な
か
っ
た
方
、
令
和
２
年
４

月
１
日
に
お
い
て
婚
姻
に
よ
り
姓

が
変
わ
っ
て
い
る
方
、
遺
族
以
外

の
方
と
養
子
縁
組
し
て
い
る
方
は

除
か
れ
ま
す)

４
　
上
記
の
３
以
外
の
①
父
母
②

孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
　
上
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親

等
以
内
の
親
族
で
戦
没
者
な
ど
の

死
亡
時
ま
で
１
年
以
上
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
方

支
給
内
容
　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名

国
債

請
求
期
間

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
・
同
じ
効

き
目
で
、
新
薬
と
比
べ
開
発
費
が

少
な
い
た
め
に
価
格
の
安
い
薬
で

す
。
　

※
　
市
で
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
シ
ー
ル
」
を
、
こ
ど
も

支
援
課
お
よ
び
障
害
者
福
祉
課
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
希
望
し
ま
す
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
担

当
地
域
の
中
で
支
援
の
必
要
な
方

を
把
握
し
、
見
守
り
活
動
な
ど
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
年
間
を
通

じ
て
社
会
調
査（
訪
問
活
動
）を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
に
努
め
な
が
ら
、
主
に
高

齢
者
世
帯
の
お
宅
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
関
す
る
チ
ラ
シ
な
ど

の
ポ
ス
ト
投
函
や
必
要
に
応
じ
て

訪
問
し
、
世
帯
構
成
や
緊
急
時
の

連
絡
先
な
ど
を
お
聞
き
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
法

律
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
た
、
地
域
福
祉
の
推
進
役

と
し
て
活
動
す
る
無
報
酬
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
、
県
の
非
常
勤
の
地

方
公
務
員
で
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
か
ら
推
薦
を
い
た
だ
き
、
市
民

の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
担
当

地
域
は
、
１
０
７
地
区
に
分
か
れ

て
い
て
、
現
在
、
81
人
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
、
子
ど
も
や
子

育
て
に
関
す
る
支
援
を
専
門
に
担

当
す
る
７
人
の
主
任
児
童
委
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
区
域
に
お
い

て
身
近
な
相
談
相
手
と
な
っ
て
、

市
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
行
政
や
専
門
機
関
へ
つ
な

ぐ
「
パ
イ
プ
役
」
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

秘
密
を
守
り
ま
す

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、

法
律
に
よ
り
秘
密
を
守
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
職
務
上
知
り
得
た
相
談
内
容
や

情
報
を
他
の
人
に
漏
ら
す
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

全国一斉の緊急地震速報訓練を行います

問合先　安心安全推進課防災担当 

　
市
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム(

Ｊ
ア
ラ
ー
ト)

を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
地
震
速
報
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星
な

ど
を
通
じ
て
受
信
し
、
市
の
防
災

行
政
無
線
で
瞬
時
に
お
伝
え
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
今
回
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用

し
た
、
全
国
一
斉
の
緊
急
地
震
速

報
訓
練
を
行
い
ま
す
。

訓
練
用
緊
急
地
震
速
報
の
放
送

日
時
　
６
月
17
日
㈭
10
時
頃

放
送
内
容
　「（
チ
ャ
イ
ム
音
）こ

ち
ら
は
、
防
災
つ
る
が
し
ま
で
す
。

た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
。(

緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音)

　
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。

大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送

で
す
。(

く
り
返
し
３
回)

　
こ
ち

ら
は
防
災
つ
る
が
し
ま
で
す
。
こ

れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
。

（
チ
ャ
イ
ム
音
）」

※
　
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音

は
、
実
際
の
緊
急
地
震
速
報
と
同

じ
警
報
音
が
流
れ
ま
す

※
　
放
送
を
聞
い
た
ら
、
自
分
の
身

を
守
る
行
動
を
と
っ
て
み
ま
し
ょ
う

※
　
災
害
時
な
ど
は
訓
練
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

6月は環境月間です

問合先　生活環境課環境保全担当 

　
６
月
５
日
は
環
境
の
日
で
す
。

こ
れ
は
、
１
９
７
２
年
６
月
５
日

か
ら
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ

れ
た
「
国
連
人
間
環
境
会
議
」
を

記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
日
本
で
は
、
６
月
の
１
か
月

間
を
「
環
境
月
間
」
と
し
て
い
ま

す
。

　
環
境
月
間
で
は
、
毎
年
、
市
民

環
境
団
体
が
主
体
の
市
民
環
境
ま

つ
り
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
に
よ

り
、
実
施
を
見
送
り
啓
発
展
示
の

み
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

環
境
月
間
啓
発
展
示

　
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る

団
体
の
活
動
報
告
や
実
践
紹
介
、

企
業
に
お
け
る
取
組
、
生
ご
み
処

理
器
キ
エ
ー
ロ
、
水
素
自
動
車
の

展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
６
月
２
日
㈬
～
14
日
㈪

（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

場
所
　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

※
　
水
素
自
動
車
の
展
示
は
７
日

㈪
～
11
日
㈮
ま
で

民生委員・児童委員の社会調査について

問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当 

民生委員・児童委員



19	 Tsurugashima　2021.6

市政情報

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
担

当
地
域
の
中
で
支
援
の
必
要
な
方

を
把
握
し
、
見
守
り
活
動
な
ど
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
年
間
を
通

じ
て
社
会
調
査（
訪
問
活
動
）を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
に
努
め
な
が
ら
、
主
に
高

齢
者
世
帯
の
お
宅
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
関
す
る
チ
ラ
シ
な
ど

の
ポ
ス
ト
投
函
や
必
要
に
応
じ
て

訪
問
し
、
世
帯
構
成
や
緊
急
時
の

連
絡
先
な
ど
を
お
聞
き
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
法

律
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
た
、
地
域
福
祉
の
推
進
役

と
し
て
活
動
す
る
無
報
酬
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
、
県
の
非
常
勤
の
地

方
公
務
員
で
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
か
ら
推
薦
を
い
た
だ
き
、
市
民

の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
担
当

地
域
は
、
１
０
７
地
区
に
分
か
れ

て
い
て
、
現
在
、
81
人
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
、
子
ど
も
や
子

育
て
に
関
す
る
支
援
を
専
門
に
担

当
す
る
７
人
の
主
任
児
童
委
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
区
域
に
お
い

て
身
近
な
相
談
相
手
と
な
っ
て
、

市
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
行
政
や
専
門
機
関
へ
つ
な

ぐ
「
パ
イ
プ
役
」
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

秘
密
を
守
り
ま
す

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、

法
律
に
よ
り
秘
密
を
守
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
職
務
上
知
り
得
た
相
談
内
容
や

情
報
を
他
の
人
に
漏
ら
す
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

全国一斉の緊急地震速報訓練を行います

問合先　安心安全推進課防災担当 

　
市
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム(

Ｊ
ア
ラ
ー
ト)

を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
地
震
速
報
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星
な

ど
を
通
じ
て
受
信
し
、
市
の
防
災

行
政
無
線
で
瞬
時
に
お
伝
え
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
今
回
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用

し
た
、
全
国
一
斉
の
緊
急
地
震
速

報
訓
練
を
行
い
ま
す
。

訓
練
用
緊
急
地
震
速
報
の
放
送

日
時
　
６
月
17
日
㈭
10
時
頃

放
送
内
容
　「（
チ
ャ
イ
ム
音
）こ

ち
ら
は
、
防
災
つ
る
が
し
ま
で
す
。

た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
。(

緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音)

　
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。

大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送

で
す
。(

く
り
返
し
３
回)

　
こ
ち

ら
は
防
災
つ
る
が
し
ま
で
す
。
こ

れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
。

（
チ
ャ
イ
ム
音
）」

※
　
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音

は
、
実
際
の
緊
急
地
震
速
報
と
同

じ
警
報
音
が
流
れ
ま
す

※
　
放
送
を
聞
い
た
ら
、
自
分
の
身

を
守
る
行
動
を
と
っ
て
み
ま
し
ょ
う

※
　
災
害
時
な
ど
は
訓
練
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

6月は環境月間です

問合先　生活環境課環境保全担当 

　
６
月
５
日
は
環
境
の
日
で
す
。

こ
れ
は
、
１
９
７
２
年
６
月
５
日

か
ら
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ

れ
た
「
国
連
人
間
環
境
会
議
」
を

記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
日
本
で
は
、
６
月
の
１
か
月

間
を
「
環
境
月
間
」
と
し
て
い
ま

す
。

　
環
境
月
間
で
は
、
毎
年
、
市
民

環
境
団
体
が
主
体
の
市
民
環
境
ま

つ
り
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
に
よ

り
、
実
施
を
見
送
り
啓
発
展
示
の

み
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

環
境
月
間
啓
発
展
示

　
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る

団
体
の
活
動
報
告
や
実
践
紹
介
、

企
業
に
お
け
る
取
組
、
生
ご
み
処

理
器
キ
エ
ー
ロ
、
水
素
自
動
車
の

展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
６
月
２
日
㈬
～
14
日
㈪

（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

場
所
　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

※
　
水
素
自
動
車
の
展
示
は
７
日

㈪
～
11
日
㈮
ま
で

民生委員・児童委員の社会調査について

問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当 

民生委員・児童委員


